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図.子牛の事故率

CASE
STUDY

　

今
回
紹
介
す
る
農
場
は
、
２
０
０
８
年
か
ら
増
改
築
を

進
め
た
後
、
繁
殖
牛
を
導
入
し
て
11
年
に
本
格
的
に
稼
動

を
始
め
た
繁
殖
農
家
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
ス
タ
ー
ト
1
年
目
に
し
て
、
４
～
10
カ
月

齢
の
育
成
牛
が
肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
系
の
病
気
に
か
か
っ

て
死
亡
す
る
事
故
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
初
は
、
従
業
員
が
動
力
噴
霧
器
を
使
っ
て
、
畜
舎
や

牛
体
の
消
毒
を
行
っ
て
い
た
が
、
日
常
の
作
業
に
追
わ
れ
、

定
期
的
な
消
毒
が
で
き
な
い
日
々
が
続
い
た
。

　

そ
こ
で
、
人
の
手
に
頼
ら
ず
、
自
動
的
に
噴
霧
す
る
シ

ス
テ
ム
を
作
ろ
う
と
、
通
常
な
ら
ば
暑
熱
対
策
に
使
わ
れ

る
自
動
噴
霧
装
置
に
着
目
し
た
。

自
動
噴
霧
装
置
と
は
、
畜
舎
の
天
井
に
設
置
し
た
ノ
ズ

ル
か
ら
、
自
動
的
に
細
か
い
霧
を
散
布
す
る
機
械
で
あ
る
。

農
場
で
は
、
こ
の
装
置
を
タ
イ
マ
ー
設
定
し
て
、
一
定
の
時

間
が
来
る
と
、
消
毒
液
が
自
動
的
に
噴
霧
さ
れ
る
よ
う
に

変
更
し
た（
写
真
１
）。

こ
の
時
、
消
毒
液
の

希
釈
の
手
間
を
省
く
た

め
に
、
水
と
薬
液
を
別
々

に
決
め
ら
れ
た
割
合
で
吸

い
上
げ
る
よ
う
に
配
管
し

た（
写
真
２
）。

そ
し
て
牛
房
の
上
部
に

は
、
噴
霧
ノ
ズ
ル
を
前
後
に
向
け
て
２
個
設
置
し（
写
真

３
）、
霧
が
広
範
囲
に
散
布
さ
れ
る
よ
う
配
置
し
た
。

消
毒
液
は
、
ロ
ン
テ
ク
ト（
科
学
飼
料
研
究
所
）な
ど
の

市
販
薬
を
、
牛
が
吸
い
込
ん
で
も
健
康
に
問
題
の
な
い

５
０
０
～
１
０
０
０
倍
に
薄
め
て
使
っ
て
い
る
。
噴
霧
時
間

の
間
隔
は
、
気
温
や
子
牛
の
体
調
を
見
て
き
め
細
か
に
設

定
し
て
い
る
。

昨
年
は
、
気
温
が
上
が
る
７
月
中
旬
は
暑
熱
対
策
も
兼

ね
て
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
１
分
間
噴
霧
と

５
分
休
止
を
繰
り
返
し
、
１
日
合
計
96
分
噴
霧
し
た
。

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
冬
季
は
、
配
管
が
凍
結
す
る
こ

と
に
も
注
意
し
つ
つ
、
牛
の
状
態
を
確
認
し
て
毎
日
の
消

毒
噴
霧
を
継
続
し
た
。

こ
う
い
っ
た
消
毒
の
実
施
に
よ
り
、
呼
吸
器
病
の
感
染

率
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
そ
れ
に
く
わ
え
て
消
毒
を
自
動

自
動
噴
霧
装
置
の
使
用
方
法

消
毒
効
果
と
効
果
の
実
感

自
動
噴
霧
装
置
に
よ
る
消
毒

育
成
舎
で
相
次
ぐ
呼
吸
器
系
疾
病

所在地：関東地方　　飼育頭数：繁殖母牛約200頭（和牛約150頭、Ｆ１50頭）　　従業員数：約５名

化
し
た
た
め
、
ほ
か
の
飼
養
管
理
に
時
間
を
割
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。

２
０
１
２
年
末
に
は
、
送
水
パ
イ
プ
が
故
障
し
、
修
理

ま
で
10
日
ほ
ど
機
械
が
使
え
な
か
っ
た
。
噴
霧
が
で
き
な

か
っ
た
期
間
に
、
咳
を
し
た
り
、
高
熱
を
発
し
た
り
す
る

育
成
牛
が
相
次
い
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
農
場
で
は
、
自
動

消
毒
の
予
防
効
果
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
、
定
期
的
に
消

毒
を
行
う
必
要
性
を
感
じ
た
と
い
う
。

自
動
噴
霧
消
毒
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
対
策

を
行
っ
た
結
果
、
子
牛
の
事
故
率
が
４・７
％
だ
っ
た
11
年

か
ら
、
12
年
度
に
は
２・８
％
、
昨
年
13
年
に
は
２・６
％
ま

で
改
善
さ
れ
た（
図
）。

疾
病
対
策
に
は
、
継
続
的
な
予
防
が
最
も
重
要
だ
。

農
場
で
の
疾
病
予
防
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

写真２.消毒薬と希釈用の水を一定
の割合で配合する配管

写真3.牛房の上に備え付けられた噴霧
装置からは２方向にミストが噴射される

これから本格的な暑さを迎えて、暑熱対策に力を入れる季節だ。そこで役立つのが、牛舎の天井か
ら霧状のシャワーを散布する自動噴霧装置。今回紹介する農場では、この装置を使って、消毒液を
噴霧し育成牛の病気予防に転用するアイディアを生み出した！

暑熱対策用の自動噴霧装置で
消毒薬を散布せよ！

写真1．自動噴霧装置の制御盤。タ
イマーを設定し、一定の時間がくると
消毒薬を噴霧するシステム
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